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○
幕
別
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　

地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
が
令
和
５
年
４
月
１
日
に
施
行
さ
れ

た
こ
と
に
伴
い
、
①
軽
自
動
車
税
の
環

境
性
能
割
の
税
率
区
分
を
令
和
５
年
12

月
末
ま
で
据
え
置
き
、
各
税
率
区
分
に

お
け
る
燃
費
基
準
達
成
度
を
３
年
間
で

段
階
的
に
引
上
げ
る
。
②
軽
自
動
車
税

の
種
別
割
の
グ
リ
ー
ン
化
特
例
の
適
用

期
限
を
令
和
８
年
３
月
31
日
ま
で
延
長

す
る
。
③
地
方
税
法
の
改
正
に
伴
う
法

律
の
引
用
条
項
お
よ
び
文
言
の
整
理
な

ど
を
行
う
も
の
で
、
原
案
の
と
お
り
可

決
し
ま
し
た
。

○
幕
別
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

地
方
税
法
お
よ
び
地
方
税
法
施
行
令

の
一
部
改
正
に
伴
い
、
①
後
期
高
齢
者

支
援
金
等
課
税
額
の
課
税
限
度
額
の

引
き
上
げ
（
20
万
円
→
22
万
円
）
。
②

軽
減
に
係
る
所
得
判
定
基
準
の
見
直

し
（
５
割
軽
減
：
28
万
５
千
円
→
29
万

円
、
２
割
軽
減
：
52
万
円
→
53
万
５
千

円
）
。
③
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
り
収
入
が
減
少
し
た
世

帯
に
対
す
る
減
免
対
象
期
間
を
延
長
す

る
も
の
で
、
民
生
常
任
委
員
会
に
付
託

さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

○
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

（
幕
別
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
屋
上
防

水
改
修
工
事
）
【
５
９
８
０
万
７
千
円
】

　

平
成
８
年
10
月
の
供
用
開
始
か
ら
26

年
が
経
過
し
、
雨
天
時
に
雨
漏
り
が
複

数
の
箇
所
で
発
生
す
る
こ
と
か
ら
、
屋

上
防
水
改
修
工
事
を
す
る
も
の
で
、
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

○
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

（
新
あ
か
し
や
南
団
地
公
営
住
宅
５
号

棟
、
６
号
棟
建
替
工
事
（
建
築
主
体
）
）

　

【
５
号
棟　

２
億
１
３
０
７
万
円
】

　

【
６
号
棟　

２
億
１
３
４
０
万
円
】

　

あ
か
し
や
南
団
地
公
営
住
宅
の
建
て

替
え
事
業
で
、
５
号
棟
お
よ
び
６
号
棟

を
建
設
す
る
も
の
で
、
原
案
の
と
お
り

可
決
し
ま
し
た
。

○
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

（
下
水
道
処
理
区
統
合
連
絡
管
渠
整
備

工
事
（
そ
の
１
）
）
【
７
２
６
０
万
円
】

　

令
和
４
年
度
か
ら
整
備
を
進
め
て
い

る
、
幕
別
地
区
の
汚
水
を
幕
別
町
浄
化

セ
ン
タ
ー
か
ら
札
内
中
継
ポ
ン
プ
場
ま

で
送
水
す
る
た
め
の
工
事
で
、
国
道
38

号
お
よ
び
町
道
相
川
６
線
に
連
絡
管
渠

を
布
設
工
事
す
る
も
の
で
、
原
案
の
と

お
り
可
決
し
ま
し
た
。

❷

　４月 23 日執行の幕別町議会議員選挙は、４月 18 日に公示され、候補者数定数同数
により４月 23 日に正式に、新人議員４人を含む 19 人の議員が決まりました。
　５月 10 日には、令和５年第２回幕別町議会臨時会が開会し、町民の皆さんの期待
に応えるべく、初登庁しました。
　臨時会では、議長、副議長を決める選挙を行い、各委員会等の議会構成を決めました。
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第２回臨時会

19 人の新しい議会が始動します

議長・副議長　就任のごあいさつ    
　　　　　　　　　　令和５年度第２回臨時会において、議長ならびに
　　　　　　　　　副議長の重責につかせていただくこととなり、引き
　　　　　　　　　続き、公平かつ円滑な議会運営に取り組んでいく所
　　　　　　　　  存でございます。
　　　　　　　　　  令和２年から続いていた新型コロナ感染症対策も、
　　　　　　　　　５類感染症の取扱いとなり、自粛活動が緩和へと向
　　　　　　　　　かう一方、物価高騰による生活への影響は先の見え
　　　　　　　　　ない状況が続いています。
　　　　　　　　　  今後への不安が消えぬなか、幕別町議会は、二元
　　　　　　　　　代表制の一翼を担う議会として、町民の負託に応え
　　　　　　　　　る議会づくりに努めるとともに「町民にわかりやす
　　　　　　　　　い開かれた議会」「町民に信頼される議会」を目指
　　　　　　　　　し、幕別町議会が持てる力を十分に発揮できるよう
　　　　　　　　　取り組んでまいりたいと考えております。
　　　　　　　　　　今後とも、議員各位、そして理事者各位、町民の
　　　　　　　　　皆様方の温かいご指導、ご鞭撻を賜りますよう、心
　　　　　　　　　からお願いを申し上げます。

第
２
回
臨
時
会

条
例
を
改
正

そ
の
他
の
審
議
議
案

寺林俊幸 議長 中橋友子 副議長

2023.6 月号



○
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
き
同
意
を
求

め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

現
監
査
委
員
の
藤
谷
謹
至
氏
の
後
任

と
し
て
、
再
度
同
氏
の
選
任
に
つ
い
て

提
案
さ
れ
、
議
会
で
同
意
し
ま
し
た
。

※
任
期
４
年

○
副
町
長
の
選
任
に
つ
き
同
意
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て

　

現
副
町
長
の
伊
藤
博
明
氏
が
５
月
12

日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と
な
る
こ
と
か

ら
、
引
き
続
き
同
氏
の
選
任
に
つ
い
て

提
案
さ
れ
、
議
会
で
同
意
し
ま
し
た
。

※
任
期
４
年

❸

○
議
員
紹
介

議
席
番
号
順

■ 議会のうごき ■ 

１

畠山　美和
緑町 自営業

政清会

２ ３ ４ ５

６ ７ ８ ９ 10

11 12 13 14 15

16 17 18 19 議
席
番
号

（
議
員
紹
介
掲
載
項
目
）

塚本　逸彦　　
日新 ﾌﾘｰﾗﾝｽｶﾒﾗﾏﾝ

政清会

山端　隆治　
相川 農業
政清会

内山美穂子　　
札内北町 無職

拓政会

小田　新紀　　
札内青葉町 NPO 職員

拓政会

長谷　陽子　　
緑町 保護司
ひまわり

酒井はやみ　　
札内中央町 政党職員

日本共産党
幕別町議員団

荒　貴賀　　
札内若草町 政党役員

日本共産党
幕別町議員団

野原　惠子　　
旭町 政党役員
日本共産党
幕別町議員団

石川　康弘
五位 無職
無所属

岡本眞利子　　
緑町 無職
政清会

小島　智恵　　
緑町 介護員

政清会

藤谷　謹至　　
忠類本町 自営業

拓政会

田口　廣之　　
日新 酪農業

拓政会

芳滝　仁　　
札内桂町 住職

ひまわり

谷口　和弥　　
札内暁町 会社員
５期の会

藤原　孟　　
旭町 会社役員

５期の会

中橋　友子　　
札内桂町 政党役員

寺林　俊幸　　
美川 農業

氏　名　　
住所　職業

会派

議
会
用
語
の
豆
知
識

常 

任 

委 

員 

会　

　

議
案
な
ど
を
い
く
つ
か
の
部
門

に
分
け
て
専
門
的
・
能
率
的
に
審

査
し
た
り
、
調
査
・
検
討
す
る
た

め
に
常
に
設
置
さ
れ
る
委
員
会
の

こ
と
を
言
い
ま
す
。
現
在
、
総
務

文
教
常
任
委
員
会
、
民
生
常
任
委

員
会
、
産
業
建
設
常
任
委
員
会
、

広
報
広
聴
委
員
会
の
４
委
員
会
を

設
置
し
て
い
ま
す
。

議
会
運
営
委
員
会

　

議
会
運
営
を
円
滑
に
行
う
た
め
、

議
会
運
営
上
必
要
な
事
項
に
関
し

て
各
会
派
の
意
見
を
調
整
し
、
取

り
決
め
を
行
う
委
員
会
の
こ
と
を

言
い
ま
す
。

（正副議長は会派に所属しない）

議
員
写
真

2023.6 月号



■ 議会のうごき ■ 

❹

新たな委員会構成のスタート

総務文教常任委員会
◆
所
管
す
る
事
務

企
画
総
務
部
、
忠
類
総
合
支
所
、

札
内
支
所
、
出
納
室
、
教
育
委
員
会
、

選
挙
管
理
委
員
会
、
公
平
委
員
会
お

よ
び
監
査
委
員
に
関
す
る
事
項
並
び

に
他
の
常
任
委
員
会
の
所
管
に
属
さ

な
い
事
項

委

員

委

員

委

員

委

員

副
委
員
長

委

員

長

藤
谷　

謹
至

石
川　

康
弘

酒
井
は
や
み

畠
山　

美
和

小
島　

智
恵

野
原　

惠
子

民生常任委員会
◆
所
管
す
る
事
務

住
民
福
祉
部
お
よ
び
忠
類
総
合
支
所

に
関
す
る
事
項

委

員

委

員

委

員

委

員

副
委
員
長

委

員

長

長
谷　

陽
子

小
田　

新
紀　

内
山
美
穂
子

塚
本　

逸
彦

荒　
　

貴
賀　

谷
口　

和
弥

産業建設常任委員会
◆
所
管
す
る
事
務

経
済
部
、
建
設
部
、
忠
類
総
合
支
所

お
よ
び
農
業
委
員
会
に
関
す
る
事
項

委

員

委

員

委

員

委

員

副
委
員
長

委

員

長

中
橋　

友
子

芳
滝　
　

仁

岡
本
眞
利
子

山
端　

隆
治

藤
原　
　

孟

田
口　

廣
之

広報広聴委員会
◆
所
管
す
る
事
務

議
会
広
報
紙
、
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
議
会
報
告
会
、
そ
の
他
の
議
会

の
広
報
お
よ
び
広
聴
に
関
す
る
事
項

委

員

委

員

委

員

委

員

委

員

委

員

副
委
員
長

委

員

長

藤
原　
　

孟

藤
谷　

謹
至

酒
井
は
や
み

長
谷　

陽
子

塚
本　

逸
彦

畠
山　

美
和

石
川　

康
弘

小
田　

新
紀

議会運営委員会
◆
所
管
す
る
事
務

議
会
の
運
営
や
議
長
の
諮
問
に
関
す

る
事
項

委

員

委

員

委

員

委

員

委

員

委

員

副
委
員
長

委

員

長

谷
口　

和
弥

芳
滝　
　

仁

田
口　

廣
之

野
原　

惠
子

荒　
　

貴
賀

小
田　

新
紀

内
山
美
穂
子

岡
本
眞
利
子

◆
一
部
事
務
組
合
・
土
地
開
発
公
社
・
議
員
会

　

〇
南
十
勝
複
合
事
務
組
合
議
員

　
　
　
　
　
　
　
　

 

　

石
川　

康
弘

　
　
　
　
　
　
　

 
 
 

　

藤
谷　

謹
至

　　

○
十
勝
中
部
広
域
水
道
企
業
団
議
員

　

〇
十
勝
圏
複
合
事
務
組
合
議
員

　
　
　
　
　
　
　

 
 
 

　

寺
林　

俊
幸

　　

〇
と
か
ち
広
域
消
防
事
務
組
合
議
員

　
　
　
　
　
　
　
　

 

　

荒　
　

貴
賀

　
　
　
　
　
　
　

 
 
 

　

岡
本
眞
利
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

寺
林　

俊
幸

　　

〇
土
地
開
発
公
社
理
事

　
　
　
　
　
　
　

 
 
 

　

小
田　

新
紀

　
　
　
　
　
　
　

 
 
 

　

小
島　

智
恵

　
　
　
　
　
　
　

 
 
 

　

谷
口　

和
弥

　

〇
議
員
会

　

（
会
員
の
親
睦
融
和
、
研
修
お
よ
び
町
政
の
調
査
研
究

　
　

等
の
事
業
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
組
織)

　
　

 
 
 

　

会　
　

長　

内
山
美
穂
子

　
　

 
 
 

　

副 

会 

長　

谷
口　

和
弥

　
　

 
 
 

　

幹　
　

事　

荒　
　

貴
賀

　
　

 
 
 

　

会
計
監
事　

山
端　

隆
治

　
　

 
 
 

　

会
計
監
事　

長
谷　

陽
子

◆
執
行
機
関

〇
監
査
委
員
（
議
会
選
出
）

　
　
　
　
　
　

 

　

藤
谷　

謹
至

〇
都
市
計
画
審
議
会
委
員

　
　
　
　
　
　

 

　

内
山
美
穂
子

　
　
　
　
　

 
 
 

　

野
原　

惠
子
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○
幕
別
町
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備

及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

児
童
福
祉
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
が
公
布
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
町

の
安
全
管
理
等
に
関
す
る
規
定
を
改
正

す
る
ほ
か
、
法
改
正
に
伴
う
規
定
の
削

除
や
文
言
の
整
理
を
す
る
も
の
で
、
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

○
幕
別
町
行
政
区
設
置
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
に
向

け
て
、
地
域
の
活
動
主
体
は
、
町
内
会

等
の
任
意
の
自
治
組
織
で
あ
る
こ
と
を

明
確
に
す
る
た
め
「
公
区
長
」
の
規
定

を
削
る
な
ど
の
改
正
を
行
う
も
の
で
、

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。　

○
幕
別
町
付
属
機
関
設
置
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

本
町
の
生
徒
に
と
っ
て
望
ま
し
い
部

活
動
の
在
り
方
や
地
域
移
行
等
に
つ
い

て
検
討
を
図
る
「
幕
別
町
部
活
動
地
域

移
行
検
討
委
員
会
」
を
設
置
す
る
た
め

の
改
正
を
行
う
も
の
で
、
原
案
の
と
お

り
可
決
し
ま
し
た
。

○
幕
別
町
債
権
管
理
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　

幕
別
町
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る

法
律
施
行
条
例
の
制
定
に
伴
い
、
令
和

５
年
３
月
31
日
を
も
っ
て
幕
別
町
個
人

情
報
保
護
条
例
が
廃
止
と
な
る
こ
と
か

ら
引
用
す
る
規
定
の
改
定
を
行
う
も
の

で
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

○
幕
別
町
立
学
校
設
置
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

令
和
５
年
度
末
を
も
っ
て
、
幕
別
町

立
古
舞
小
学
校
を
閉
校
す
る
こ
と
か
ら

改
正
を
行
う
も
の
で
、
原
案
の
と
お
り

可
決
し
ま
し
た
。

○
幕
別
町
就
学
支
援
資
金
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

北
海
道
が
実
施
す
る
「
北
海
道
公
立

高
校
生
等
奨
学
給
付
金
制
度
」
と
私
立

高
校
生
を
対
象
と
し
た
「
奨
学
の
た
め

の
給
付
金
制
度
」
と
の
均
衡
を
図
り
、

本
町
の
修
学
支
援
資
金
の
給
付
額
を
北

海
道
の
給
付
額
と
同
額
に
改
正
す
る
も

の
で
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

○
幕
別
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

国
民
健
康
保
険
法
第
58
条
は
「
市
町

村
及
び
組
合
は
、
被
保
険
者
の
出
産
及

び
死
亡
に
関
し
て
は
、
条
例
又
は
規
約

の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
出
産
育
児

一
時
金
の
支
給
又
は
葬
祭
費
の
支
給
も

し
く
は
葬
祭
の
給
付
を
行
う
も
の
と
す

る
。
」
と
規
定
し
て
い
る
。

　

幕
別
町
国
民
健
康
保
険
条
例
に
お
い

て
も
「
出
産
育
児
一
時
金
の
支
給
と
そ

の
額
」
を
従
前
か
ら
国
の
通
知
に
基
づ

き
、
妊
娠
12
週
以
降
の
分
娩
に
対
し
て
、

健
康
保
険
法
施
行
令
に
定
め
る
額
と
同

額
を
条
例
に
定
め
て
い
ま
す
。
今
回
、

国
は
子
育
て
世
帯
へ
の
支
援
を
強
化
す

る
た
め
に
、
出
産
育
児
一
時
金
の
引
き

上
げ
を
行
う
も
の
で
、
国
の
通
知
に
基

づ
き
改
め
る
も
の
で
、
原
案
の
と
お
り

可
決
し
ま
し
た
。

＝
改
正
内
容
＝

・
出
産
育
児
一
時
金

　
　

40
万
８
千
円　

→　

48
万
８
千
円

・
健
康
保
険
法
施
行
令
定
め
る
額(

加
算
）

　
　

現
行
、
改
正
後
と
も
１
万
２
千
円

○
幕
別
町
蝦
夷
文
化
考
古
館
条
例
を
廃

止
す
る
条
例

　

令
和
４
年
３
月
に
国
の
認
定
を
受
け

た
幕
別
町
ア
イ
ヌ
施
設
推
進
地
域
計
画

に
基
づ
き
、
蝦
夷
文
化
考
古
館
の
保
存

改
修
及
び
展
示
・
収
蔵
資
料
の
修
復
を

実
施
す
る
こ
と
か
ら
、
蝦
夷
文
化
考
古

館
を
令
和
５
年
３
月
31
日
を
も
っ
て
閉

館
し
、
本
条
例
の
廃
止
を
行
う
も
の
で
、

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

○
幕
別
町
生
活
館
条
例
を
廃
止
す
る
条
例

○
幕
別
町
近
隣
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

幕
別
町
ア
イ
ヌ
施
設
推
進
地
域
計
画

に
基
づ
き
新
た
に
多
機
能
型
交
流
施
設

を
整
備
す
る
こ
と
か
ら
、
両
施
設
を
令

和
５
年
８
月
31
日
を
も
っ
て
閉
館
す
る

た
め
、
生
活
館
条
例
は
廃
止
、
近
隣
セ

ン
タ
ー
条
例
は
所
要
の
改
正
を
行
う
も

の
で
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感

染
拡
大
防
止
の
た
め
の
幕
別
町
国
民
健

康
保
険
に
係
る
保
険
給
付
の
臨
時
特
例

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感

染
拡
大
を
鑑
み
て
、
国
民
健
康
保
険
に

お
い
て
傷
病
手
当
の
支
給
を
特
例
的
に

行
う
本
条
例
に
つ
い
て
、
国
の
財
政
支

援
期
間
に
合
わ
せ
て
失
効
日
を
「
令
和

５
年
３
月
31
日
」
か
ら
「
令
和
５
年
５

月
７
日
」
に
改
め
る
も
の
で
、
原
案
の

と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

■ 議会のうごき ■ 

❺

第
1
回
定
例
会

　

令
和
５
年
第
１
回
幕
別
町
議
会
定
例
会
が
、
２
月
28
日
か
ら
３
月
17
日
ま

で
の
18
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
定
例
会
で
は
、
町
長
が
行
政
報
告
を
述
べ
た
ほ
か
、
条
例
の
一
部

改
正
や
廃
止
、
補
正
予
算
の
議
案
等
が
提
出
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
原
案
の

と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
５
人
の
議
員
が
子
育
て
支
援
の
環
境
や
、
住
民
生
活
を
豊
か

に
す
る
た
め
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
町
理
事
者
に
質
問
を
し
ま
し
た
。

条
例
を
改
正

2023.6 月号



　

                                                                                                  

■ 議会のうごき ■ 

❻

令
和
4
年
度
お
よ
び
令
和
５
年
度
の
補
正
予
算
を
可
決

2023.6 月号

種別

　　　　　        

                   議 員 名 
　　　　　　     ( 会派名 ) 

      議件名

畠
山　

美
和

塚
本　

逸
彦

山
端　

隆
治

内
山
美
穂
子

小
田　

新
紀

長
谷　

陽
子

酒
井
は
や
み

荒　
　

貴
賀

野
原　

惠
子　

石
川　

康
弘

岡
本
眞
利
子

小
島　

智
恵

藤
谷　

謹
至

田
口　

廣
之

芳
滝　
　

仁

谷
口　

和
弥

藤
原　
　

孟

中
橋　

友
子

議

決

結

果

議

決

日政 政 政 拓 拓 ひ 共 共 共 政 政 拓 拓 ひ ５ ５ -

議案 幕別町国民健康保険税条例の
一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 原案可決 5/10

■賛否の分かれたもの　
表示例○…賛成　×…反対　欠…欠席　棄…棄権 ]　  ※寺林俊幸議長は表決に加わらない。

　　【議員名の下は会派名：ひ…ひまわり、拓…拓政会、共…日本共産党幕別町議員団、政…政清会、５…５期の会、正副議長は会派
　　に所属しません。】

会計 (Ｒ４年度） 補 正 額 補正後の総額 主な補正内容

　第１回臨時会

一　　般
1億 2078 万 7 千円 179 億 339 万 6 千円

飼料価格高騰対策助成事業、道路施設維
持事業　他

第１回定例会

一　　般
17億 2807 万 2 千円 196 億 3146 万 8 千円

道路施設維持事業、道路施設補修事業、
新型コロナウイルスワクチン接種事業、
事業費確定に伴う減　他

国 民 健 康 保 険 410 万 9 千円 29 億 4949 万 3 千円
インフルエンザワクチン、肺炎球菌ワク
チン予防接種費用　他

後期高齢者医療 △ 478 万 9 千円 4億 7339 万 4 千円 広域連合納付金の確定に伴う減

介 護 保 険 △ 9878 万 4 千円 28 億 6914 万 1 千円
居宅介護サービス給付費、施設介護サー
ビス給付費確定に伴う減　他

簡 易 水 道 △ 3639 万 5 千円 4億 9550 万 1 千円 事業費確定に伴う減　他

公 共 下 水 道 △ 666 万 6 千円 11 億 5063 万円 事業費確定に伴う減　他

個 別 排 水 処 理 △ 1953 万 7 千円 2億 1168 万 8 千円 事業費確定に伴う減　他

農 業 集 落 排 水 △ 318 万 1 千円 8603 万円 事業費確定に伴う減　他

水 道 事 業 △ 2838 万円 9億 954 万 5 千円 事業費確定に伴う減　他

令和５年６月　第２回定例会日程（予定）

　  ６月 ９日（金）初日 /議案審議　　　

　　　　20日（火） 一般質問・議案審議

　　　　21日（水） 一般質問・議案審議

　　　  22日（木） 一般質問・議案審議

　　　  27日（火）最終日 /議案審議

会計（Ｒ５年度） 補 正 額 補正後の総額 主な補正内容

第１回定例会

一　　般
9903 万 2 千円 168 億 7010 万円

新型コロナウイルスワクチン接種事業、
公共工事設計労務単価の引き上げに伴う
事業費の増　他

国 民 健 康 保 険 16万円 29 億 4068 万円 傷病手当金

簡 易 水 道 115 万 7 千円 7億 1450 万 4 千円

公共工事設計労務単価引き上げに伴う事

業費の増

公 共 下 水 道 412 万 6 千円 14 億 2232 万 9 千円

農 業 集 落 排 水 203 万円 9813 万 5 千円

水 道 事 業 100 万 5 千円 9億 8079 万 9 千円

第２回臨時会

一　　般
1億 2435 万 4 千円 169 億 9916 万 1 千円

非課税世帯応援給付金、子育て世帯生活
支援特別給付金給付事業　他

（※会議規則により賛成・反対のいずれも表明しない場合、反対したのもとみなします。）　（第２回臨時会）

インターネット議会中継はスマートフォン ･

タブレットでもご覧いただけます！
　議会の LIVE 中継や録画中継は、スマートフォ

ンやタブレット端末でもご覧いただけます。
　録画中継をご覧いただく場合には、アプリケー
ションソフトのインストールが必要になります。
詳しくは、ホームページでご確認ください。
ホームページアドレス
https://www.town.makubetsu.lg.jp/chosei/

gikai/rokuga/live/new_live.html



■ 議会のうごき ■ 

❼ 2023.6 月号

議      件      名    結　　果

令和５年度幕別町一般会計予算 予特付託（2/28）
原案可決（3/17）

【令和５年度幕別町８特別会計予算※ 1】予特付託（2/28）
原案可決（3/17）

令和４年度幕別町一般会計補正予算 原案可決（2/28）

【令和４年度幕別町８特別会計補正予算
※２】 原案可決（2/28）

幕別町家庭的保育事業等の設備及び運営
に関する基準を定める条例等の一部を改
正する条例

原案可決（3/9）

幕別町行政区設置条例の一部を改正する
条例 原案可決（3/9）

幕別町附属機関設置条例の一部を改正す
る条例 原案可決（3/9）

幕別町債権管理条例の一部を改正する条
例 原案可決（3/9）

幕別町立学校設置条例の一部を改正する
条例 原案可決（3/9）

○第１回定例会（２月 28 日～３月 17 日）

■審議した議案

（※印は、賛否の分かれたもので右ページに各議員の賛否を掲載します。）

議      件      名    結　　果

幕別町修学支援資金条例の一部を改正す
る条例 原案可決（3/9）

幕別町国民健康保険条例の一部を改正す
る条例 原案可決（3/9）

幕別町蝦夷文化考古館条例を廃止する条例 原案可決（3/9）

幕別町生活館条例を廃止する条例 原案可決（3/9）

幕別町近隣センター条例の一部を改正する
条例 原案可決（3/9）

新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止
のための幕別町国民健康保険に係る保険給
付の臨時特例に関する条例の一部を改正す
る条例

原案可決（3/17）

令和４年度幕別町一般会計補正予算（第
14 号） 原案可決（3/17）

令和５年度幕別町一般会計補正予算（第
１号） 原案可決（3/17）

【令和５年度幕別町５特別会計補正予算
※３】 原案可決（3/17）

※１、２：８特別会計　国民健康保険、後期高齢者医療、介護保険、簡易水道、公共下水道、個別排水処理、農業集落排水、
　　　　　水道事業会計
※３：５特別会計　国民健康保険、簡易水道、公共下水道、農業集落排水、水道事業会計

○第１回臨時会（２月２日）
■審議した議案

議      件      名    結　　果

専決処分した事件の報告について（損害
賠償の額を定め和解することについて） 報告済（２/２）

専決処分した事件の報告について（損害
賠償の額を定めることについて） 報告済（２/２）

議      件      名    結　　果

専決処分した事件の報告について（工事
請負変更契約の締結について） 報告済（２/２）

令和４年度幕別町一般会計補正予算（第
12 号） 原案可決（2/2）

（一部抜粋して掲載しています。）

○第２回臨時会（５月 10 日）
■審議した議案

議      件      名    結　　果

仮議席の指定 指　定（5/10）

議長の選挙 当　選（5/10）

副議長の選挙 当　選（5/10）

議席の指定 指　定（5/10）

常任委員会の選任 選　任（5/10）

議長の常任委員会委員の辞任 同　意（5/10）

正副委員長の互選 報告済（5/10）

広報広聴委員会の選任 選　任（5/10）

正副委員長の互選 報告済（5/10）

議会運営委員会の選任 選　任（5/10）

正副委員長の互選 報告済（5/10）

南十勝複合事務組合議会議員の選挙 当　選（5/10）

十勝中部広域水道企業団議会議員の選挙 当　選（5/10）

十勝圏複合事務組合議会議員の選挙 当　選（5/10）

とかち広域消防事務組合議会議員の選挙 当　選（5/10）

議      件      名    結　　果

専決処分した事件の承認について（令和
４年度幕別町一般会計補正予算（第15号）承　認（5/10）

専決処分した事件の承認について（令和
５年度幕別町一般会計補正予算（第２号））承　認（5/10）

幕別町税条例の一部を改正する条例 原案可決（5/10）

※幕別町国民健康保険税条例の一部を改
正する条例

民生付託（5/10）
原案可決（5/10）

令和５年度幕別町一般会計補正予算（第
３号） 原案可決（5/10）

工事請負契約の締結について（幕別町保
健福祉センター屋上防水改修工事） 原案可決（5/10）

工事請負契約の締結について（新あかし
や南団地公営住宅５号棟建替工事（建築
主体））

原案可決（5/10）

工事請負契約の締結について（新あかし
や南団地公営住宅６号棟建替工事（建築
主体））

原案可決（5/10）

工事請負契約の締結について（下水道処
理区統合連絡管渠整備工事（その１）） 原案可決（5/10）

監査委員の選任につき同意を求めることに
ついて 同　意（5/10）

副町長の選任につき同意を求めることにつ
いて 同　意（5/10）

（一部抜粋して掲載しています。）



❽

                                                                                                                                                      

　

　

議
会
で
は
委
員
会
活
動
の
活
性
化
と

政
策
提
言
で
き
る
議
会
・
委
員
会
を
目

指
し
、
３
つ
の
常
任
委
員
会
に
お
い
て

重
点
活
動
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
調
査
研

究
を
深
め
、
こ
れ
か
ら
の
地
域
づ
く
り

に
つ
な
が
る
取
組
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

各
常
任
委
員
会
ご
と
に
「
シ
テ
ィ
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
」「
共
生(

イ
ン
ク
ル
ー

シ
ブ)

社
会
に
つ
い
て
」
「
コ
ロ
ナ
禍

に
お
け
る
経
済
影
響
、
今
後
の
対
策
に

つ
い
て
」
を
重
要
活
動
テ
ー
マ
と
し
て

設
定
し
、
町
か
ら
の
説
明
や
関
係
団
体

と
の
意
見
交
換
、
先
進
地
視
察
調
査
な

ど
を
経
て
「
政
策
提
言
書
」
と
し
て
ま

と
め
、
３
月
17
日
に
飯
田
町
長
に
申
し

入
れ
を
し
ま
し
た
。
（
政
策
提
言
書
は

議
会
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
）

３常任委員会の政策提言書を
飯田町長に手渡しました。

（役場３階会議室：3月 17 日）

ページ 質問議員 質問項目

９ 酒井はやみ　議員 ①  子どもたちの命を守り、保育を充実させるために

10 岡本眞利子　議員　
①　子育て支援環境整備について
②　支え合い助け合う地域社会の構築について

11 野原　惠子　議員 ①  ジェンダー平等施策のさらなる推進を

12 中橋　友子　議員 ①  会計年度任用職員が希望を持って働けるよう低賃金などの改善を

13 荒　　貴賀　議員
①　学校給食費の無償化を
②　就学援助の拡充を

一般質問
　　　  ５人の議員が一般質問　

  一般質問とは、本会議で議員が行う町政全般に関する質問で、事務の執行状況、町政の方針等に

ついて報告や説明を求めたり、政策提案をしたりすることをいいます。

　幕別町議会では質問者１人につき答弁を含め 60 分の制限時間を設けています。

　紙面の都合により、内容を要約してお知らせします。

 幕別町の
　　 ここが聞きたい !!

※この内容は、一般質問通告書に記載された質問項目です。

2023.6 月号

飯
田
町
長
に
政
策
提
言



昨
年
、
虐
待
や
不
適
切
な
保
育
、

通
園
バ
ス
へ
の
置
き
去
り
な
ど

が
各
地
で
発
覚
し
、
背
景
に
、
慢
性
的

な
保
育
士
不
足
に
よ
る
現
場
の
疲
弊
が

あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

国
の
配
置
基
準
で
は
、
保
育
士
１
人

が
担
当
す
る
子
ど
も
の
数
は
０
歳
児
３

人
、
１
～
２
歳
児
６
人
、
３
歳
児
20
人
、

４
～
５
歳
児
は
30
人
と
さ
れ
て
い
る
。

特
に
４
～
５
歳
児
の
基
準
は
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ

諸
国
の
中
で
も
大
き
く
遅
れ
て
い
る
。

　

保
育
施
設
の
職
員
の
84
％
が
「
災
害

時
に
子
ど
も
の
命
と
安
全
を
守
れ
な

い
」
と
答
え
て
い
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

結
果
も
あ
る
。
保
育
士
の
配
置
基
準
の

見
直
し
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

　

「
子
ど
も
の
権
利
条
例
」
を
持
つ
幕

別
町
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全
と

発
達
を
保
障
す
る
た
め
、
保
育
の
質
の

向
上
に
ど
の
よ
う
に
努
め
る
の
か
以
下

伺
う
。

⑴
配
置
基
準
の
引
上
げ
を

①
保
育
内
容
や
安
全
管
理
に
対
し
て
、

寄
せ
ら
れ
て
い
る
声
は
。

②
保
育
士
の
実
配
置
の
基
準
と
、
基
準

改
善
の
取
り
組
み
は
。

③
国
に
基
準
改
善
を
求
め
る
べ
き
と
考

え
る
が
、
町
の
考
え
は
。

⑵
保
育
士
の
処
遇
改
善
の
必
要
性
に
つ

い
て
、
町
の
考
え
は
。

⑶
待
機
児
童
の
解
消
を

①
年
度
当
初
と
、
年
度
途
中
の
入
所
希

望
が
叶
わ
な
か
っ
た
人
数
は
。

②
来
年
度
の
待
機
児
童
の
見
通
し
は
。

 

町　

長 

⑴
①
保
育
内
容
に
つ
い
て
の
声
は
寄
せ

ら
れ
て
い
な
い
が
、
日
頃
か
ら
不
安
や

課
題
に
感
じ
る
点
が
あ
れ
ば
、
気
軽
に

相
談
で
き
る
よ
う
、
保
護
者
と
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
努
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
安
全
管
理
に
つ
い
て
は
、
施

設
の
劣
化
部
分
に
係
る
も
の
で
、
そ
の

都
度
対
処
す
る
と
と
も
に
、
日
常
に
お

い
て
も
点
検
を
行
い
安
全
確
保
に
努
め

て
い
る
。

②
人
員
配
置
に
つ
い
て
は
、
国
の
配
置

基
準
を
ベ
ー
ス
に
入
所
面
接
に
お
け
る

児
童
の
状
況
、
関
係
部
署
の
情
報
を
も

と
に
、
支
援
が
必
要
な
児
童
や
ク
ラ
ス

運
営
の
状
況
に
応
じ
保
育
士
を
加
算
配

置
し
、
保
育
の
質
や
安
全
管
理
が
十
分

確
保
で
き
る
配
置
に
し
て
い
る
。

③
国
の
基
準
は
最
低
限
の
人
員
配
置
を

定
め
た
も
の
と
捉
え
、
基
準
が
改
正
さ

れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
財
政
措
置
が
手
厚

く
な
ら
な
い
限
り
、
改
善
を
求
め
る
こ

と
は
考
え
て
い
な
い
。

⑵
正
職
員
保
育
士
に
つ
い
て
は
、
他
職

種
の
職
員
同
様
に
人
事
院
勧
告
に
従
い

改
善
を
行
っ
て
い
る
。
会
計
年
度
任
用

保
育
士
に
つ
い
て
は
、
令
和
２
年
度
の

制
度
導
入
時
か
ら
、
他
職
種
や
他
市
町

村
と
の
均
衡
を
配
慮
し
た
給
料
表
と
し

て
お
り
、
昇
給
や
期
末
手
当
の
支
給
、

特
別
休
暇
の
付
与
な
ど
導
入
前
に
比
べ

て
、
処
遇
の
向
上
が
図
ら
れ
た
も
の
と

考
え
て
い
る
。
有
資
格
の
会
計
年
度
任

用
保
育
士
に
つ
い
て
は
、
令
和
３
年
度

に
給
料
表
の
引
き
上
げ
を
行
っ
て
い
る

ほ
か
、
産
前
産
後
休
暇
等
新
た
な
休
暇

制
度
の
創
設
や
共
済
保
険
の
適
用
範
囲

の
拡
大
な
ど
処
遇
改
善
を
行
っ
て
い
る
。

⑶
①
年
度
当
初
に
入
所
で
き
な
か
っ
た

児
童
数
は
21
人
で
、
こ
の
う
ち
育
児
休

業
の
延
長
や
認
可
外
保
育
施
設
、
事
業

所
内
保
育
事
業
所
等
に
入
所
が
14
人
、

４
人
が
希
望
保
育
所
を
限
定
し
た
待
機

の
た
め
、待
機
児
童
数
は
３
人
で
あ
っ
た
。

　

年
度
途
中
で
の
入
所
が
出
来
な
か
っ

た
児
童
数
は
24
人
で
、
こ
の
う
ち
育
児

休
業
の
延
長
や
認
可
外
保
育
所
へ
の
入

所
が
22
人
、
１
人
が
希
望
保
育
所
を
限

定
し
た
待
機
の
た
め
、
待
機
児
童
数
は

１
人
で
あ
っ
た
。

②
入
所
保
留
児
童
数
は
15
人
で
あ
り
、

こ
の
う
ち
９
人
が
事
業
所
内
保
育
事
業

所
、
家
庭
内
保
育
事
業
所
に
入
所
、
６

人
が
希
望
保
育
所
を
限
定
し
た
待
機
の

た
め
、
待
機
児
童
数
は
０
人
と
な
る
見

込
み
で
あ
る
。

 

再
質
問 

　

年
度
途
中
の
入
所
希
望
者
も
全
員
受

け
入
れ
る
体
制
を
整
え
る
の
が
自
治
体

の
責
任
で
は
。

 

答 

町
立
保
育
所
で
受
け
入
れ
で
き
る

こ
と
が
望
ま
し
い
が
、
町
立
保
育
所
以

外
も
含
め
て
、
預
け
ら
れ
る
よ
う
に
、

調
整
に
努
め
て
い
き
た
い
。

　

答問
子
ど
も
の
健
や
か
な
育
ち
を
支
援
し
、
安
心
安

全
な
環
境
づ
く
り
に
努
め
る

子
ど
も
た
ち
の
命
を
守
り
、
保
育
を
充
実
さ
せ
る

た
め
に

■ 一 般 質 問 ■ 

❾

問

酒井はやみ 議員
（日本共産党
幕別町議員団）

2023.6 月号



                                                                                                                                                      

                                                                                                                                                      

                                            
２
０
２
１
年
の
全
国
で
の
出
生

数
は
約
81
万
人
と
人
口
動
態
調

査
開
始
以
来
最
少
を
記
録
し
、
想
定
以

上
の
ス
ピ
ー
ド
で
少
子
化
が
進
ん
で
い

る
。
こ
の
ほ
か
固
定
的
な
性
別
役
割
分

担
意
識
を
背
景
に
家
事
、
育
児
の
負
担

に
つ
い
て
も
女
性
に
偏
っ
て
い
る
現
状

が
う
か
が
え
る
。

　

誰
も
が
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育

て
十
分
な
教
育
が
受
け
ら
れ
る
社
会
づ

く
り
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
、
次
の
点

に
つ
い
て
伺
う
。

（1）
今
後
の
見
守
り
訪
問
事
業
に
つ
い
て

の
具
体
的
な
取
り
組
み
は
。

（2）
保
健
師
、
助
産
師
等
の
人
材
育
成
と

確
保
の
た
め
の
整
備
体
制
の
確
立
は
。

(3)
０
歳
～
２
歳
児
の
保
育
料
の
無
償
化

拡
大
に
つ
い
て
。

(4)
医
療
費
助
成
を
18
歳
ま
で
の
拡
大
の

考
え
は
。

 

町　

長 

⑴
妊
娠
届
出
時
の
面
接
や
ア
ン
ケ
ー
ト

の
実
施
、
妊
婦
訪
問
、
出
産
後
の
新
生

児
訪
問
等
実
施
す
る
中
で
、
妊
婦
や
世

帯
の
状
況
に
応
じ
て
悩
み
事
等
に
対
応

し
て
い
る
。
さ
ら
に
は
、
継
続
的
な
支

援
を
必
要
と
す
る
方
に
対
し
て
、
随
時
、

家
庭
訪
問
を
実
施
す
る
ほ
か
、
希
望
者

を
対
象
に
、
お
母
さ
ん
同
士
の
交
流
や

栄
養
士
に
よ
る
栄
養
指
導
、
助
産
師
に

よ
る
個
別
相
談
等
を
実
施
し
て
い
る
。

⑵
幕
別
町
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
に
配
置
し
て
い
る
専
門
職
員
を
対

象
に
、
母
子
保
健
や
育
児
に
関
す
る
相

談
等
に
適
切
に
対
応
す
る
た
め
の
研
修

会
へ
の
参
加
や
、
ケ
ー
ス
検
討
会
議
等

を
通
じ
て
知
識
の
習
得
や
情
報
の
確
立

を
行
っ
て
い
る
。

⑶
・
⑷
０
歳
～
２
歳
時
の
幼
児
教
育
、

保
育
の
無
償
化
に
つ
い
て
は
、
国
は
住

民
税
非
課
税
世
帯
の
み
と
し
て
お
り
、

本
町
に
お
い
て
は
、
北
海
道
が
創
設
し

て
い
る
「
多
子
世
帯
の
保
育
料
軽
減
支

援
事
業
」
を
活
用
し
、
住
民
税
非
課
税

世
帯
に
加
え
て
、
住
民
税
所
得
割
額

16
万
９
千
円
未
満
の
世
帯
の
第
２
子
の

保
育
料
を
無
償
と
し
て
い
る
。　

　

子
ど
も
の
医
療
費
助
成
に
つ
い
て
は
、

平
成
23
年
10
月
か
ら
小
学
校
卒
業
ま
で

の
医
療
費
を
無
料
化
し
、
平
成
27
年
10

月
か
ら
は
所
得
要
件
を
撤
廃
し
、
助
成

の
対
象
範
囲
を
中
学
校
卒
業
ま
で
に
拡

充
を
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

幼
児
保
育
の
無
償
化
お
よ
び
医
療
費

助
成
の
拡
充
に
つ
い
て
は
、
子
育
て
施

策
の
中
で
重
要
な
施
策
で
あ
り
、
か
つ

極
め
て
政
治
的
な
判
断
を
要
す
る
も
の

で
あ
る
た
め
、
現
時
点
で
の
答
弁
は
控

え
た
い
。

 

再
質
問 

　

最
近
で
は
自
治
体
独
自
に
０
歳
～
就

学
前
ま
で
所
得
制
限
な
し
で
完
全
無
料

と
い
う
子
育
て
に
や
さ
し
い
自
治
体
が

増
え
て
い
る
よ
う
だ
が
見
解
を
伺
う
。

 

答 

　

政
治
的
判
断
を
要
す
る
も
の
で
あ
る

た
め
、
答
弁
は
控
え
た
い
。

本
町
に
お
い
て
高
齢
化
率
は
令

和
２
年
度
33
・
６
％
と
急
速
に

進
ん
で
い
る
。
高
齢
者
を
は
じ
め
自
立

が
難
し
い
人
た
ち
が
安
全
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
、
支
え
合
い
助
け
合
う
地
域
社

会
の
構
築
が
急
務
で
あ
る
が
見
解
を
伺
う
。

⑴
見
守
り
協
定(

食
の
自
立
支
援
サ
ー

ビ
ス
利
用
者)

以
外
の
見
守
り
体
制
の

状
況
は
。

⑵
健
康
ポ
イ
ン
ト
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ

イ
ン
ト
等
の
状
況
と
今
後
の
方
向
性
に

つ
い
て
。

⑶
デ
ジ
タ
ル
推
進
委
員
に
よ
る
高
齢
者

の
デ
ジ
タ
ル
化
支
援
の
強
化
に
つ
い
て
。

⑷
認
知
症
の
人
も
、
そ
の
家
族
も
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
地
域
の
構
築
の
考
え
は
。

 

町　

長 

⑴
幕
別
町
高
齢
者
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
登
録
し
て
い
る
事
業
所
や
幕
別
町

地
域
見
守
り
協
定
を
締
結
し
た
郵
便
局

や
新
聞
販
売
店
等
、
民
生
委
員
の
協
力

を
得
て
、
地
域
全
体
で
高
齢
者
を
見
守

っ
て
い
る
。

⑵
健
康
ポ
イ
ン
ト
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ

イ
ン
ト
の
事
業
は
令
和
４
年
度
は
休
止

状
態
で
あ
る
が
「
行
政
ポ
イ
ン
ト
制
度
」

の
事
業
と
し
て
内
容
を
検
討
し
て
い
る
。

⑶
ア
プ
リ
や
コ
ン
テ
ン
ツ
の
説
明
会
等

に
参
加
し
て
研
究
し
て
お
り
「
デ
ジ
タ

ル
推
進
委
員
」
の
活
用
も
含
め
、
誰
も

が
デ
ジ
タ
ル
化
に
取
り
残
さ
れ
な
い
社

会
の
現
実
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め

た
い
。

⑷
認
知
症
の
方
や
家
族
に
対
す
る
生
活

面
に
早
期
か
ら
支
援
を
行
う
と
と
も

に
、
地
域
の
活
動
に
認
知
症
の
方
も
メ

ン
バ
ー
の
一
員
と
し
て
参
加
す
る
等
、

住
民
の
理
解
を
深
め
、
地
域
で
支
え
合

う
意
識
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
。

■ 一 般 質 問 ■ 

❿

答問
子
育
て
環
境
の
充
実
・
定
住
対
策
等
各
種
施
策
の

推
進
に
努
め
る

子
育
て
支
援
環
境
整
備
に
つ
い
て

問

岡本眞利子 議員
（ 政清会 ）

2023.6 月号

答問

長
寿
福
祉
社
会
の
現
実
に
向
け
、
各

種
事
業
を
進
め
て
い
る

支
え
合
い
助
け
合
う
地
域
社
会

の
構
築
に
つ
い
て

問



日
本
で
は
１
９
９
９
年
「
男
女

共
同
参
画
社
会
基
本
法
」
が
制

定
さ
れ
た
が
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ

指
数
で
世
界
１
１
６
位
（
２
０
２
２
年
）

と
深
刻
な
遅
れ
が
あ
る
。

　

日
本
の
女
性
の
社
会
的
地
位
の
低
さ
、

男
女
の
賃
金
格
差
、
性
暴
力
や
パ
ワ
ハ

ラ
・
セ
ク
ハ
ラ
な
ど
女
性
の
人
権
に
対

す
る
低
さ
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

　

そ
の
背
景
に
は
、
明
治
時
代
に
強
め

ら
れ
た
家
父
長
制
度
の
下
、
子
育
て
や

介
護
は
女
性
が
担
う
も
の
、
男
性
は
働

い
て
収
入
を
得
る
も
の
な
ど
、
性
別
役

割
分
担
の
考
え
が
根
強
よ
く
残
っ
て
お

り
女
性
の
自
立
の
障
害
に
つ
な
が
っ
て

い
る
。

　

ま
た
、
性
別
・
性
的
指
向
に
か
か
わ

ら
ず
、
す
べ
て
の
人
の
人
権
が
尊
重
さ

れ
、
対
等
に
社
会
参
加
で
き
る
よ
う
に

と
声
を
上
げ
始
め
て
い
る
。

　

町
の
施
策
は
、
一
人
ひ
と
り
が
無
意

識
に
人
権
意
識
の
ゆ
が
み
を
持
っ
て
い

な
い
か
検
証
し
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の

視
点
で
進
め
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、以
下
に
つ
い
て
伺
う
。

⑴
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
」
に
対
す
る
町

長
の
認
識
は
。

⑵
「
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
」
策
定

に
向
け
た
進
捗
状
況
と
計
画
に
基
づ
く

具
体
的
な
施
策
は
。

⑶
町
の
付
属
機
関
に
女
性
の
参
加
促
進

の
考
え
と
登
用
状
況
は
。

⑷
女
性
職
員
が
力
を
発
揮
で
き
る
よ
う

に
研
修
の
場
や
環
境
整
備
を
。

⑸
ひ
と
り
親
世
帯
へ
の
経
済
支
援
と
し

て
親
の
医
療
費
の
（
外
来
）
助
成
を
。

 

町　

長 

⑴
「
男
だ
か
ら
」
「
女
だ
か
ら
」
と
い

っ
た
固
定
的
な
概
念
に
よ
っ
て
、
生
き

方
や
働
き
方
な
ど
の
選
択
肢
や
機
会
が

失
わ
れ
る
こ
と
が
な
く
な
る
よ
う
、
社

会
的
・
文
化
的
に
つ
く
ら
れ
た
性
別
で

あ
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
問
い
直
し
、
男
女

の
別
な
く
誰
も
が
一
人
の
人
間
と
し
て

そ
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
、
そ
の
個
性
と

能
力
を
十
分
に
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き

る
社
会
が
実
現
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

⑵
第
６
期
総
合
計
画
に
男
女
共
同
参
画

に
関
す
る
記
述
は
あ
る
が
、
具
体
的
な

施
策
の
体
系
等
に
関
す
る
記
載
が
な
い

た
め
、
計
画
策
定
の
取
り
扱
い
と
は
な

っ
て
い
な
い
。

　

計
画
策
定
に
向
け
、
本
年
１
月
に
性

の
多
様
性
に
つ
い
て
職
員
研
修
を
実
施

し
、
全
職
員
共
通
の
認
識
と
理
解
を
深

め
た
。

　

今
後
、
策
定
委
員
会
を
設
置
し
て
計

画
案
の
策
定
、
議
会
へ
の
説
明
や
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
実
施
等
を
経
て
、

令
和
６
年
度
中
の
策
定
に
向
け
準
備
を

進
め
て
い
る
。

⑶
平
成
12
年
９
月
に
幕
別
町
ま
ち
づ
く

り
町
民
参
加
条
例
を
制
定
し
、
町
民
参

加
を
推
進
し
て
お
り
、
こ
の
条
例
に
基

づ
き
、
附
属
機
関
の
委
員
を
任
命
す
る

場
合
は
、
定
員
の
概
ね
３
割
を
目
標
に

公
募
し
て
い
る
。

　

委
員
の
改
選
期
に
は
、
付
属
機
関
の

担
当
部
局
な
ど
か
ら
積
極
的
な
呼
び
か

け
や
働
き
か
け
を
行
い
、
女
性
を
は
じ

め
多
く
の
方
に
参
加
を
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
努
め
る
。

　

付
属
機
関
へ
の
女
性
の
登
用
状
況
は
、

令
和
５
年
２
月
末
現
在
、
38
機
関
で
委

員
総
数
５
２
４
人
、
こ
の
う
ち
女
性
委

員
は
33
機
関
で
委
員
数
は
１
５
７
人
、

委
員
総
数
に
占
め
る
割
合
は
、
30
・
０

％
と
な
っ
て
い
る
。

⑷
研
修
の
場
に
つ
い
て
は
、
女
性
・
男

性
を
問
わ
ず
、
経
験
年
数
や
職
責
に
応

じ
必
要
と
な
る
研
修
の
機
会
を
設
け
て

い
る
。

　

ま
た
、
日
常
業
務
に
お
け
る
日
々
の

学
び
が
、
一
番
効
果
が
期
待
で
き
る
と

考
え
、
管
理
職
が
所
属
職
員
に
問
い
か

け
を
行
っ
て
い
る
。

　

環
境
整
備
に
つ
い
て
は
、
女
性
が
安

心
し
て
働
き
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
家
庭

と
仕
事
の
両
立
を
支
援
す
る
体
制
を
整

え
る
こ
と
が
重
要
と
認
識
し
、
職
員
に

対
し
、
育
児
参
画
に
関
す
る
意
識
の
醸

成
を
図
り
な
が
ら
、
互
い
に
助
け
合
い
、

育
児
休
業
等
を
取
得
し
や
す
い
職
場
環

境
づ
く
り
に
努
め
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
令
和
２
年
11
月
に
「
幕

別
町
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
防
止
等
に
関
す

る
規
程
」
を
制
定
し
、
職
場
に
お
け
る

セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
防
止
と

相
談
体
制
の
整
備
を
行
っ
た
。

⑸
ひ
と
り
親
家
庭
等
に
対
す
る
支
援
策

の
中
で
は
重
要
な
施
策
で
あ
り
、
か
つ

極
め
て
政
治
的
な
判
断
を
要
す
る
こ
と

か
ら
、
現
時
点
で
の
答
弁
は
控
え
た
い
。

答問
誰
も
が
正
し
い
理
解
と
知
識
を
持
っ
て
、
社
会
全

体
で
共
有
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
施
策
の
さ
ら
な
る
推
進
を

■ 一 般 質 問 ■ 

⓫

問

2023.6 月号

野原　惠子 議員
（日本共産党
幕別町議員団）



■ 一 般 質 問 ■ 

⓬

                                                                                                                                                      

                                                                                                                                                      

                                            
１
９
９
０
年
代
か
ら
非
正
規
労

働
者
が
増
え
、
所
得
格
差
が
拡

大
し
貧
困
が
広
が
っ
て
い
る
。

　

厚
労
省
の
「
国
民
生
活
基
礎
調
査
」

で
は
、
一
世
帯
の
平
均
所
得
１
９
９
４

年
を
ピ
ー
ク
に
約
１
０
０
万
円
も
減
少

し
、
低
賃
金
の
非
正
規
雇
用
の
増
加
が

大
き
な
要
因
に
な
っ
て
い
る
。
役
場
で

も
現
在
、
非
正
規
職
員
が
正
職
員
を
大

き
く
超
え
て
い
る
。
２
０
２
０
年
か
ら

非
正
規
職
員
は
「
会
計
年
度
任
用
職
員
」

と
な
り
、
期
末
手
当
や
退
職
金
の
支
給

対
象
と
さ
れ
た
が
、
抜
本
的
な
改
善
に

は
至
っ
て
い
な
い
。
制
度
の
改
善
に
む

け
、
以
下
に
つ
い
て
伺
う
。

⑴
臨
時
的
な
仕
事
を
除
き
常
勤
職
員
を

配
置
す
べ
き
と
思
う
が
町
の
認
識
は
。

⑵
雇
用
期
間
は
１
年
以
内
と
な
っ
て
い

る
が
現
状
は
。

⑶
民
間
で
始
ま
っ
て
い
る
「
無
期
転
換

制
度
」
へ
の
転
換
等
、
任
用
期
間
の
上

限
を
な
く
す
べ
き
で
あ
る
が
ど
う
か
。

⑷
30
分
の
勤
務
時
間
の
違
い
で
フ
ル
タ

イ
ム
と
パ
ー
ト
タ
イ
ム
に
分
け
ら
れ
処

遇
に
差
が
あ
る
。
職
種
ご
と
の
職
員
数

と
年
収
、
パ
ー
ト
希
望
者
を
除
い
て
フ

ル
タ
イ
ム
に
移
行
す
べ
き
で
あ
る
が
ど

う
か
。

⑸
女
性
職
員
の
割
合
が
86
・
６
％
と
高

く
、
貧
困
を
生
み
出
し
て
い
る
が
、
大

幅
な
賃
金
引
き
上
げ
と
処
遇
改
善
に
努

め
る
べ
き
で
あ
る
が
ど
う
か
。

⑹
非
正
規
職
員
の
声
を
聴
く
機
会
と
し

て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
改
善
を
。

 

町　

長 

⑴
総
務
省
か
ら
示
さ
れ
た
「
会
計
年
度

任
用
職
員
制
度
の
導
入
等
に
向
け
た
事

務
処
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
に
準
拠
し
、
進

め
て
お
り
、
各
業
務
に
お
け
る
質
や
量
、

責
任
の
程
度
を
勘
案
し
、
住
民
ニ
ー
ズ

に
答
え
る
効
果
的
か
つ
効
率
的
な
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
安
定
的
に
提
供
す
る
た
め

に
必
要
な
職
員
数
に
つ
い
て
総
合
的
に

判
断
し
、
適
切
な
配
置
に
努
め
て
い
る
。

⑵
総
務
省
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
お
い
て
、
会

計
年
度
任
用
職
員
の
任
期
を
一
会
計
年

度
内
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
募
集
・
任

用
に
当
た
っ
て
は
、
地
方
公
務
員
法
に

年
齢
や
性
別
に
か
か
わ
り
な
く
均
等
な

機
会
を
与
え
、
で
き
る
限
り
公
募
に
よ

る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い
る
事

か
ら
、
町
と
し
て
は
、
任
用
の
回
数
に

こ
だ
わ
ら
ず
、
毎
年
、
公
募
に
よ
り
面

接
を
実
施
の
上
、
任
用
の
決
定
を
行
っ

て
い
る
。

⑶
無
期
転
換
制
度
に
つ
い
て
は
、
公
務

員
に
お
い
て
非
常
勤
職
員
が
常
勤
職
員

と
し
て
採
用
さ
れ
る
場
合
に
は
、
競
争

試
験
に
よ
る
採
用
が
原
則
と
さ
れ
、
常

勤
職
員
と
し
て
の
能
力
実
証
を
改
め
て

行
う
必
要
が
あ
る
た
め
、
労
働
契
約
法

に
お
い
て
、
国
家
公
務
員
お
よ
び
地
方

公
務
員
に
つ
い
て
は
、
適
用
除
外
と
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
会
計
年
度
任
用
職

員
の
任
用
期
間
に
つ
い
て
は
、
地
方
公

務
員
法
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
採
用
の

日
か
ら
同
日
の
属
す
る
会
計
年
度
の
末

日
ま
で
の
期
間
の
範
囲
内
と
さ
れ
て
い

る
。

⑷
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
の
創
設
時

に
全
て
の
業
務
内
容
を
精
査
し
、
各
業

務
に
お
い
て
必
要
と
な
る
時
間
を
判
断

し
た
上
で
、
フ
ル
タ
イ
ム
と
パ
ー
ト
タ

イ
ム
を
整
理
し
た
の
で
、
パ
ー
ト
タ
イ

ム
職
員
の
希
望
の
有
無
で
フ
ル
タ
イ
ム

へ
移
行
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

（
職
種
ご
と
の
年
収
は
下
段
表
の
と
お
り
。）

⑸
給
与
の
決
定
に
お
い
て
は
、
業
務
の

内
容
、
責
任
の
程
度
を
勘
案
し
、
給
料

の
１
時
間
当
た
り
の
単
価
と
年
収
額
が

制
度
移
行
前
の
水
準
を
下
回
る
こ
と
の

な
い
よ
う
制
度
設
計
を
行
っ
て
い
る
。　

　

給
料
表
は
、
国
の
行
政
職
俸
給
表
を

基
本
と
し
て
お
り
、
人
事
院
勧
告
に
よ

り
俸
給
表
の
改
定
と
な
っ
た
際
に
は
、

職
員
に
準
じ
て
改
正
し
て
い
る
。
ま
た
、

産
前
産
後
休
暇
や
配
偶
者
出
産
休
暇
な

ど
新
た
な
休
暇
制
度
の
創
設
や
共
済
保

険
の
適
用
範
囲
が
拡
大
さ
れ
て
い
る
等

処
遇
改
善
が
行
わ
れ
て
い
る
。

⑹
労
働
条
件
に
つ
い
て
は
、
募
集
時
及

び
任
用
時
に
必
要
な
説
明
を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
、
任
用
後
に
お
い
て
は
、
所

属
長
を
中
心
に
対
話
を
通
じ
て
意
思
疎

通
を
図
り
な
が
ら
、
日
常
業
務
に
関
す

る
苦
情
や
要
望
な
ど
を
把
握
し
て
い
る

ほ
か
、
総
務
課
が
相
談
窓
口
と
な
っ
て

対
応
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
の
で
、

改
め
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実
施
は
考

え
て
い
な
い
。

問

職種ごとの年収の実態

2023.6 月号

中橋友子 議員
（日本共産党
幕別町議員団）

答問
円
滑
な
公
務
運
営
の
観
点
か
ら
制
度
の
適
正
な
運

用
に
努
め
る

会
計
年
度
任
用
職
員
が
希
望
を
持
っ
て
働
け
る
よ

う
、
低
賃
金
な
ど
の
改
善
を

フルタイム　81 人 年　　収

保育士（有資格者） 2,115,733 円～ 2,519,599 円

図書館司書（有資格者） 2,393,280 円

給食調理員 2,707,200 円～ 2,807,200 円

介護支援専門員 3,192,479 円

パートタイム　277 人 年　　収

事務補助員 1,710,140 円～ 2,136,750 円

特別支援教育支援員 1,721,363 円～ 1,825,602 円

消費生活相談員
（有資格者）

2,295,428 円～ 2,308,178 円

介護認定調査員 2,360,980 円～ 2,383,027 円



岸
田
政
権
の
「
異
次
元
の
少
子

化
対
策
」
に
は
、
国
民
が
一
番

求
め
て
い
る
教
育
費
負
担
の
軽

減
は
あ
り
ま
せ
ん
。

 

労
働
者
の
賃
金
が
上
が
ら
な
い
中
で
、

急
激
な
物
価
高
騰
が
保
護
者
の
家
計
を

圧
迫
し
て
い
る
。
保
護
者
が
負
担
す
る

学
校
給
食
費
は
小
学
校
で
年
間
４
・

８
万
円
、
中
学
校
で
年
間
５
・
８
万
円

と
、
副
教
材
費
な
ど
義
務
教
育
に
か
か

る
さ
ま
ざ
ま
な
費
用
の
中
で
、
最
も
重

い
負
担
と
な
っ
て
い
る
。

　

全
国
で
給
食
費
の
無
償
化
を
実
施
し

て
い
る
自
治
体
は
２
５
６
ま
で
広
が
っ

て
い
る
。
支
援
に
つ
い
て
も
さ
ま
ざ
ま

で
、
全
国
で
は
第
３
子
以
降
の
補
助
に

踏
み
出
し
た
自
治
体
も
あ
る
。

　

文
科
省
は
国
会
答
弁
で
「
学
校
給
食

法
は
給
食
費
の
補
助
を
禁
止
す
る
意
図

は
な
く
、
自
治
体
の
判
断
で
の
全
額
補

助
を
否
定
し
な
い
」
と
答
え
て
い
る
。

　

保
護
者
負
担
の
軽
減
を
図
り
、
子
育

て
支
援
が
さ
ら
に
充
実
し
た
町
に
す
る

た
め
以
下
の
点
を
伺
う
。

⑴
給
食
費
を
無
償
化
に
す
る
た
め
の
必

要
な
予
算
は
。

⑵
国
に
給
食
費
無
償
化
を
求
め
る
べ
き

考
え
は
。

⑶
町
の
黙
食
に
対
す
る
対
応
は

 

教
育
長 

⑴
令
和
４
年
５
月
１
日
の
児
童
生
徒
数

２
０
４
９
人
、
平
均
給
食
数
２
０
０
食

と
し
て
、
年
間
の
学
校
給
食
費
の
額
を

試
算
す
る
と
約
１
億
１
５
０
０
万
円
と

な
る
。

⑵
義
務
教
育
の
無
償
に
つ
い
て
は
「
授

業
料
不
徴
収
の
意
味
と
解
す
る
の
が
相

当
で
あ
る
。
」
と
す
る
最
高
裁
判
所
の

判
例
に
よ
り
、
授
業
料
以
外
の
教
育
に

関
す
る
一
切
の
費
用
ま
で
無
償
と
す
る

こ
と
を
定
め
た
も
の
で
は
な
い
と
解
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
現
状
と
し
て
国

に
お
い
て
学
校
給
食
費
の
無
償
化
を
推

進
す
る
こ
と
は
難
し
い
も
の
と
認
識
し

て
い
る
。
全
国
市
町
村
教
育
委
員
会
連

合
会
な
ど
を
通
じ
て
、
学
校
給
食
費
の

保
護
者
負
担
軽
減
の
た
め
の
支
援
措
置

に
つ
い
て
働
き
か
け
て
い
き
た
い
。

⑶
地
域
の
感
染
状
況
を
踏
ま
え
つ
つ
、

座
席
配
置
の
工
夫
や
適
切
な
換
気
の
確

保
を
基
本
と
し
た
感
染
対
策
の
み
で

も
、
児
童
生
徒
等
の
間
で
会
話
で
き
る

よ
う
黙
食
を
解
除
す
る
予
定
で
あ
る
。

従
前
の
生
活
や
環
境
に
近
づ
け
る
こ
と

で
、
児
童
生
徒
の
充
実
し
た
学
校
生
活

の
実
現
に
努
め
る
。

消
費
税
の
引
き
上
げ
、
物
価
上

昇
、
可
処
分
所
得
の
減
少
、
町

民
の
取
り
巻
く
経
済
環
境
は
よ
り
厳
し

く
な
っ
て
い
る
。
経
済
的
理
由
に
よ
っ

て
受
け
ら
れ
る
就
学
援
助
、
教
育
環
境

を
整
え
る
た
め
基
準
の
引
き
上
げ
を
。

 

ま
た
、
眼
鏡
を
補
助
対
象
に
し
て
い

る
自
治
体
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
幕
別
町

も
項
目
を
拡
大
す
る
考
え
は
。

 

教
育
長 

　

就
学
援
助
の
対
象
者
は
、
生
活
保
護

法
に
よ
る
要
保
護
者
と
、
市
町
村
教
育

委
員
会
が
認
定
す
る
準
要
保
護
者
と
し

て
い
る
。

　

準
要
保
護
者
の
認
定
は
、
地
方
税
法

や
児
童
扶
養
手
当
法
等
の
法
的
根
拠
の

９
項
目
に
該
当
す
る
か
、
ま
た
は
現
に

生
活
状
態
の
困
窮
が
認
め
ら
れ
る
方
を

基
準
と
し
て
判
定
し
て
い
る
。

　

生
活
状
態
の
困
窮
の
判
断
基
準
は
、

生
活
保
護
法
に
準
じ
て
算
出
し
た
「
需

要
額
」
と
前
年
１
年
間
の
「
収
入
額
」

を
基
に
計
算
し
た
額
が
、
生
活
保
護
基

準
の
１
・
３
倍
未
満
の
方
を
認
定
し
て

い
る
。

　

支
給
基
準
に
つ
い
て
は
、
全
国
的
に

み
て
も
平
均
的
な
判
断
基
準
と
な
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
現
在
の
支

給
基
準
で
認
定
し
て
い
き
た
い
。

 

眼
鏡
等
新
た
な
補
助
対
象
の
考
え
に

つ
い
て
は
、
準
要
保
護
者
に
対
す
る
就

学
援
助
は
、
市
町
村
が
単
独
で
認
定
要

件
や
費
目
、
援
助
額
を
定
め
て
お
り
、

本
町
に
お
い
て
は
、
国
の
「
要
保
護
児

童
生
徒
援
助
費
補
助
金
」
に
準
じ
て
、

費
目
や
援
助
額
を
定
め
て
実
施
し
て
い

る
が
、
眼
鏡
を
対
象
品
目
に
す
る
こ
と

は
現
在
考
え
て
い
な
い
。

答問
受
益
者
負
担
の
観
点
か
ら
、
保
護
者
に
負
担
し
て

い
た
だ
き
た
い

学
校
給
食
費
の
無
償
化
を

■ 一 般 質 問 ■ 

⓭

問

問

2023.6 月号

荒　貴賀 議員
（日本共産党
幕別町議員団）

答問

現
在
の
支
給
基
準
は
、
平
均
的
な

判
断
基
準
と
捉
え
て
い
る

就
学
援
助
の
拡
充
を



⓮

質
疑
の
主
な
内
容

　３月 13 日、 14 日の２日間、 地球温暖化対策推進事業
（4,550 万円） ハザードマップ等の更新 （449 万円） 小・
中学校長寿命化改修工事 （５億 6,432 万円） などが盛
り込まれた新年度予算案を審議しました。

　活発な質疑が行われ、 その一部を要約して掲載します。

町
内
会
活
動
支
援
交
付
金
に
つ
い
て

事
業
費
が
増
額
と
な
っ
た
積
算
根
拠
は
。

行
政
区
設
置
条
例
改
正
に
伴
い
、
交

付
金
の
支
給
の
項
目
の
見
直
し
と
広
報

紙
の
配
布
単
価(

市
街
地)

を
１
千
円

か
ら
１
千
２
百
円
に
増
額
し
、
全
世
帯

へ
の
配
布
を
基
本
と
し
て
町
内
会
へ
お

願
い
を
す
る
た
め
増
額
と
な
っ
た
。

コ
ミ
バ
ス
の
運
行
に
つ
い
て

バ
ス
停
の
位
置
、
便
数
の
増
に
つ
い

て
の
考
え
は
。
忠
類
地
区
で
週
１
回
程

度
の
運
行
は
で
き
な
い
か
。

バ
ス
停
の
位
置
、
路
線
の
便
数
等

の
要
望
に
つ
い
て
は
、
随
時
受
け
付
け

を
行
っ
て
い
る
。
前
回
の
ダ
イ
ヤ
改
正

か
ら
５
年
が
経
過
し
た
の
で
、
住
民
に

対
し
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等
を
行
い
、
利

便
性
向
上
に
向
け
て
の
意
見
を
伺
い
た

い
。
忠
類
地
域
に
つ
い
て
も
、
地
域
公

共
交
通
計
画
の
策
定
に
向
け
、
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
等
を
行
い
、
意
見
等
を
考

慮
し
つ
つ
協
議
し
て
い
き
た
い
。

総
務
費

広
報
紙
の
広
告
料
に
つ
い
て

広
報
紙
の
広
告
料
の
収
入
の
見
込
み

と
掲
載
企
業
の
選
定
基
準
は
。

広
報
紙
広
告
料
は
、
36
万
２
千
円
を

見
込
ん
で
い
る
。
令
和
４
年
度
現
在
の

状
況
は
、
58
万
２
１
２
０
円
の
収
入
が

あ
る
。
選
定
基
準
に
つ
い
て
は
幕
別
町

広
告
掲
載
要
綱
に
基
づ
い
て
、
企
画
総

務
部
長
以
下
、
町
職
員
で
構
成
す
る
広

告
審
査
会
に
お
い
て
審
査
し
て
い
る
。

学
童
保
育
所
の
運
営
に
つ
い
て

令
和
５
年
度
の
各
学
童
の
定
員
に
対
す

る
登
録
数
は
。
定
員
を
オ
ー
バ
ー
し
て

い
る
学
童
の
過
密
状
況
は
解
消
さ
れ
る

方
向
に
な
っ
て
い
る
の
か
。
以
前
か
ら

お
も
ち
ゃ
や
図
書
の
購
入
に
つ
い
て
予

算
の
増
額
の
要
望
が
あ
っ
た
が
検
討
し

た
の
か
。

は
ぐ
る
ま
学
童
49
人
、
あ
す
な
ろ
学

童
82
人
、
や
ま
び
こ
学
童
58
人
、
つ
く

し
学
童
１
５
６
人
、
ち
ゅ
う
る
い
学
童

13
人
と
な
っ
て
い
る
。
つ
く
し
学
童
の

過
密
対
策
と
し
て
、
４
月
よ
り
札
南
小

学
校
の
特
別
支
援
の
教
室
を
、
授
業
終

了
後
の
放
課
後
活
用
す
る
こ
と
と
な
っ

て
い
る
。

　

消
耗
品
費
に
つ
い
て
は
、
令
和
４
年

度
か
ら
増
額
し
て
お
り
、
各
学
童
の
指

導
員
が
必
要
な
物
を
選
定
し
て
購
入
し

て
い
る
。

ＱＡ

Ａ

令和 ５ 年度 予算審査特別委員会

■ 予算審査特別委員会 ■ 

ＱＡ

民
生
費

Ａ Ｑ

2023.6 月号

Ｑ

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

帯
状
疱
疹
は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
で
予
防

す
る
こ
と
が
で
き
、
不
活
化
ワ
ク
チ
ン

が
有
効
と
い
わ
れ
て
い
る
。
帯
状
疱
疹

が
発
症
す
る
と
、
完
治
に
長
期
間
か
か

る
こ
と
も
あ
る
。
町
と
し
て
ワ
ク
チ
ン

接
種
へ
の
助
成
の
考
え
は
。

現
在
、
帯
状
疱
疹
の
ワ
ク
チ
ン
は
任

意
予
防
接
種
の
位
置
付
け
で
あ
る
。
コ

ロ
ナ
禍
で
帯
状
疱
疹
を
発
症
し
た
方
も

い
る
と
聞
い
て
い
る
が
、
因
果
関
係
に

つ
い
て
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。
国
は

定
期
予
防
接
種
に
向
け
た
検
討
は
開
始

し
て
い
な
い
が
、
動
き
を
注
視
し
な
が

ら
、
今
後
に
つ
い
て
は
研
究
し
て
い
き

た
い
。

地
球
温
暖
化
対
策
推
進
計
画
に
つ
い
て

専
門
業
者
へ
の
委
託
す
る
内
容
、
今

後
の
予
定
に
つ
い
て
は
。

委
託
１
年
目
の
調
査
で
、
太
陽
光
お

よ
び
家
畜
ふ
ん
尿
に
係
る
バ
イ
オ
マ
ス
の

発
電
が
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
多

く
存
在
す
る
こ
と
が
整
理
さ
れ
た
の
で
、

導
入
を
進
め
る
場
所
を
決
め
て
い
く
こ
と

と
、
公
共
施
設
等
の
太
陽
光
発
電
設
備
の

導
入
調
査
で
あ
る
。

　

今
後
は
、
９
月
ぐ
ら
い
ま
で
に
委
託

業
者
に
よ
る
計
画
作
成
、
そ
の
後
、
住

民
説
明
会
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
を
実

施
し
、
年
度
内
に
計
画
策
定
す
る
予
定

で
あ
る
。

Ａ Ｑ 衛
生
費

ＡＱ



⓯

有
害
鳥
獣
駆
除
に
つ
い
て

ア
ラ
イ
グ
マ
に
よ
る
農
業
被
害
が
増

え
て
い
る
が
、
実
態
と
対
策
は
。

平
成
28
年
に
初
め
て
捕
獲
さ
れ
て
か

ら
、
令
和
３
年
度
実
績
が
36
頭
、
今
年

度
今
現
在
90
頭
で
あ
り
約
２
・
５
倍
と

な
っ
て
お
り
、
ア
ラ
イ
グ
マ
に
よ
る
被

害
も
増
え
て
い
る
と
報
告
が
あ
る
。

　

夜
行
性
の
動
物
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

箱
わ
な
を
活
用
し
捕
獲
に
向
け
た
取
り

組
み
を
継
続
し
て
い
き
た
い
。

ふ
る
さ
と
味
覚
工
房
に
つ
い
て

公
共
料
金
の
有
料
化
に
伴
っ
て
、
他

の
施
設
よ
り
利
用
者
負
担
が
大
き
い

が
、
半
年
間
の
実
績
と
令
和
５
年
度
の

見
込
み
は
。

半
年
間
の
実
績
は
、
前
年
と
比
較
す

る
と
４
割
ほ
ど
減
っ
て
い
る
が
、
公
社

で
実
施
し
て
い
る
各
種
講
習
会
参
加
者

を
含
め
る
と
約
１
割
の
減
と
な
る
。

　

５
年
度
見
込
み
は
、
２
月
ま
で
の
実

績
と
過
去
３
年
の
利
用
者
数
で
積
算
し

て
い
る
。
町
が
主
催
す
る
「
味
噌
づ
く

り
週
間
」
、
「
豆
腐
、
食
パ
ン
作
り
」
な

ど
各
種
講
習
会
を
開
催
し
、
そ
れ
を
契

機
に
味
覚
工
房
を
利
用
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
。

子
ど
も
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
ス
ク
ー
ル
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
に
つ
い
て

不
登
校
の
子
ど
も
た
ち
が
令
和
３
年

は
前
年
よ
り
増
加
し
て
い
る
が
、
ど
の

よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
。

令
和
４
年
度
は
同
時
期
と
比
較
す
る

と
若
干
減
少
し
て
い
る
。

 

ま
っ
く
・
ざ
・
ま
っ
く
で
活
動
し
て

い
る
３
人
の
子
ど
も
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

は
、
昨
年
度
よ
り
若
干
利
用
者
が
少
な

く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
現
行
の
体
制

で
対
応
し
て
い
く
。　
　

　

３
人
の
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
は

各
学
校
を
巡
回
し
な
が
ら
業
務
に
当

た
っ
て
い
る
。
現
行
の
３
人
で
時
間
数

を
増
や
し
な
が
ら
対
応
し
て
い
く
予
算

を
確
保
し
て
い
る
。

農
林
業
費

公
園
整
備
に
つ
い
て

若
草
南
公
園
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ゴ
ー

ル
設
置
に
つ
い
て
安
全
性
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

練
習
を
想
定
し
て
１
つ
ゴ
ー
ル
を

設
置
し
て
お
り
、
安
全
エ
リ
ア
を
考

慮
し
て
設
計
し
て
い
る
。
今
後
使
用

状
況
を
注
意
深
く
見
て
い
き
な
が
ら

対
応
し
て
い
き
た
い
。

公
園
に
設
置
し
て
い
る
ト
イ
レ
に

つ
い
て
、
和
式
ト
イ
レ
を
改
善
し
て

い
く
計
画
は
あ
る
の
か
。

公
園
に
つ
い
て
は
、
長
寿
命
化
対

策
で
事
業
を
進
め
て
い
る
が
、
危
険

な
部
分
に
当
た
ら
ず
更
新
の
計
画
に

乗
っ
て
い
な
い
。
今
後
、
検
討
が
必

要
と
考
え
て
い
る
。

土
木
費

≪主な新規事業、拡充事業など≫
【協働と交流で住まいる】
結婚新生活支援事業補助金（拡充）                            　　　　　　　　　 390 万円
【特色ある産業で住まいる】
牛乳消費拡大事業補助金（新規）　 　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　140 万 7 千円
地域おこし協力隊活動推進事業 (拡充）　　　　　　　　　　　　　　　　　 　2,063 万 9 千円
【人がいきいき住まいる】
出産・子育て応援給付金（新規）  　　　　　　　　　　  　  　 　　　　　　1,714 万８千円
【豊かな学びと文化、スポーツで住まいる】
魅力ある高校づくり支援事業（継続）　　　　　 　　　　　   　　　　 　　  1,035 万 6 千円
部活動地域移行検討委員会の設置（新規）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　23 万 2 千円
【自然との調和で快適な住まいる】
公園整備事業（継続）  　　　　　　　 　    　　　　　　　　  　　　　　　1,471 万 8 千円

ＱＡ

■ 予算審査特別委員会 ■ 

Ｑ

2023.6 月号

Ａ

Ａ

ＱＡ◆議会日誌◆

  １月 24 日　民生常任委員会

      24 日　総務文教常任委員会　

  　　27 日　議会運営委員会

　２月 ２日  議会運営委員会

　　   ２日  第１回臨時会

　　   ２日  議会広報広聴委員会

　　   ８日  産業建設常任委員会

　　  12 日　議会報告会

　　  17 日　民生常任委員会

　　  20 日　議会運営委員会

　　  20 日　産業建設常任委員会

　　  28 日　議会運営委員会

　　  28 日　第１回定例会

　　　　　  （初日　行政報告・議案審議）

　　  28 日　予算審査特別委員会

　　  28 日　議会広報広聴委員会

　　  28 日　産業建設常任委員会

  ３月 ８日  議会運営委員会

　　   ８日　第１回定例会（一般質問）

　　   ８日  総務文教常任委員会

　　   ９日  議会運営委員会

　　   ９日　第１回定例会（議案審議）

　　   ９日　民生常任委員会

　　   ９日　産業建設常任委員会　

　    13 日  予算審査特別委員会

      14 日　予算審査特別委員会

　　  17 日　議会運営委員会

　　  17 日　第１回定例会（最終日）

　　  17 日　全員協議会 0　　 

教
育
費

ＱＡ

Ｑ



【
所
管
事
務
調
査
】

・
令
和
５
年
１
月
24
日

○
幕
別
小
学
校
と
幕
別
中
学
校
の
今
後
の

小
中
一
貫
教
育
の
進
め
方
に
つ
い
て

　

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
か
ら
説
明

を
受
け
、
委
員
か
ら
は
、
義
務
教
育
学

校
と
な
っ
た
場
合
の
教
職
員
の
数
や
教

員
免
許
に
つ
い
て
や
、
施
設
の
改
修
、
活

用
方
法
に
つ
い
て
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

・
令
和
５
年
１
月
24
日

○
幕
別
町
ア
イ
ヌ
文
化
拠
点
空
間
整
備

事
業
基
本
計
画
に
つ
い
て

　

※
こ
の
事
務
調
査
は
、
所
管
が
民
生

常
任
委
員
会
と
ま
た
が
る
た
め
、
２
常

任
委
員
会
に
お
い
て
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

ア
イ
ヌ
文
化
拠
点
空
間
整
備
事
業
基

本
計
画
（
案
）
に
つ
い
て
、
教
育
委
員

会
生
涯
学
習
課
か
ら
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

委
員
か
ら
は
考
古
館
の
保
存
改
修
方

法
や
、
チ
セ
（
ア
イ
ヌ
の
伝
統
的
な
住

居
建
築
）
の
復
元
方
法
等
に
つ
い
て
質

疑
を
行
い
ま
し
た
。

【
所
管
事
務
調
査
】

・
令
和
５
年
１
月
24
日

○
家
庭
的
保
育
事
業
所
に
つ
い
て

　

札
内
青
葉
町
に
あ
る
「
家
庭
的
保
育

園
こ
り
す
の
お
う
ち
」
園
長
よ
り
、
開

所
か
ら
現
在
ま
で
の
状
況
、
保
育
事
業

の
内
容
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

委
員
か
ら
は
、
運
営
状
況
等
に
つ
い

て
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

・
令
和
５
年
２
月
８
日

【
Ｊ
Ａ
畜
産
担
当
者
と
の
意
見
交
換
会
】

◆
現
在
の
情
勢
に
よ
る
酪
農
・
畜
産
業

へ
の
影
響
に
つ
い
て

◆
主
な
意
見

・
酪
農
、
畜
産
業
の
戸
数
は
減
少
し
て

い
る
も
の
の
飼
育
頭
数
は
増
え
て
お
り
、

１
戸
当
た
り
の
飼
養
規
模
は
大
き
く

な
っ
て
い
る
。

・
コ
ロ
ナ
前
と
比
べ
、
飼
料
代
が
１
・
５

倍
か
ら
１
・
６
倍
と
な
っ
て
お
り
、
今
後

に
つ
い
て
は
見
通
せ
な
い
状
況
。
ま
た
、

燃
料
、
電
気
代
等
の
値
上
が
り
も
あ
り
、

経
営
は
非
常
に
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。

・
生
産
し
た
も
の
が
売
れ
な
い
の
が
一

番
問
題
で
あ
る
。
生
乳
生
産
が
抑
え
ら

れ
て
い
る
状
況
で
あ
る
の
で
、
消
費
拡

大
、
需
要
の
部
分
を
増
や
し
、
組
合
員

（
生
産
者
）
の
生
産
意
欲
も
変
わ
っ
て
い

く
の
で
、
牛
乳
、
乳
製
品
の
消
費
拡
大

に
努
め
て
い
き
た
い
。

　

意
見
交
換
会
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

し
た
Ｊ
Ａ
畜
産
担
当
者
の
皆
さ
ま
に

は
、
貴
重
な
ご
意
見
を
お
寄
せ
い
た
だ

き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
所
管
事
務
調
査
】

・
令
和
５
年
２
月
８
日

○
幕
別
町
公
営
住
宅
等
長
寿
命
化
計
画
、

幕
別
町
住
生
活
基
本
計
画
に
つ
い
て

　

幕
別
町
住
生
活
基
本
計
画
の
見
直

し
、
幕
別
町
公
営
住
宅
等
長
寿
命
化
計

画
見
直
し
に
つ
い
て
、
都
市
計
画
課
か

ら
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

委
員
か
ら
は
、
使
用
見
込
み
の
な
い

団
地
の
解
体
な
ど
の
計
画
に
つ
い
て
質

疑
が
さ
れ
ま
し
た
。

■ 議会のうごき ■ 

⓰

◎
産
業
建
設
常
任
委
員
会

栗山町役場

　
委
員
会
レ
ポ
ー
ト
（
常
任
委
員
会
・
所
管
事
務
調
査
・
道
内
先
進
地
視
察
調
査
）

2023.6 月号

◎
総
務
文
教
常
任
委
員
会

◎
民
生
常
任
委
員
会

ＪＡ畜産担当との意見交換会
（役場３階会議室 2/8）

所管事務調査 

（役場３階会議室 2/8）

所管事務調査 

（役場３階議場 1/24）

現地調査

（家庭的保育園こりすのおうち 1/24）



・
令
和
５
年
２
月
20
日

○
ま
く
Ｐ
ａ
ｙ
販
売
お
よ
び
活
用
状
況

に
つ
い
て

　

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
「
ま
く
Ｐ
ａ
ｙ

カ
ー
ド
」
の
販
売
状
況
、
活
用
状
況
に

つ
い
て
、
商
工
観
光
課
か
ら
説
明
を
受

け
ま
し
た
。

　

委
員
か
ら
は
、
利
用
者
、
加
盟
店
を

増
や
す
た
め
の
取
組
等
に
つ
い
て
質
疑

が
さ
れ
ま
し
た
。

　

３
月
17
日
、
全
員
協
議
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

第
６
期
幕
別
町
総
合
計
画
後
期
見
直

し
に
つ
い
て
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

の
実
施
結
果
、
後
期
見
直
し
最
終
案
に

つ
い
て
、
政
策
推
進
課
か
ら
説
明
を
受

け
ま
し
た
。

　

２
月
12
日
、
幕
別
町
百
年
記
念
ホ
ー

ル
講
堂
に
て
議
会
報
告
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

こ
の
報
告
会
は
、
議
会
活
動
の
報
告

と
と
も
に
、
議
会
や
町
政
へ
の
ご
意
見

を
伺
い
、
今
後
の
議
会
運
営
改
善
と
政

策
提
言
の
充
実
を
目
的
に
開
催
し
て
い

ま
す
。
ご
意
見
・
ご
質
問
、
議
会
の
回

答
な
ど
一
部
抜
粋
し
て
報
告
し
ま
す
。

歩
行
困
難
な
高
齢
者
に
タ
ク
シ
ー
代

の
助
成
を

免
許
返
納
後
の
移
動
手
段
に
つ
い

て
、
公
共
交
通
機
関
の
使
用
だ
け
で
は

不
便
な
方
が
い
る
現
状
を
、
行
政
側
に

伝
え
る
と
と
も
に
、
適
正
な
支
援
を
受

け
て
も
ら
え
る
よ
う
考
え
て
い
き
た
い
。

本
町
地
区
お
よ
び
札
内
地
区
の
商
店

街
は
衰
退
し
て
い
る
。
議
会
と
し
て
の

方
向
性
は
。

町
の
空
き
店
舗
対
策
事
業
な
ど
を

注
視
し
つ
つ
、
商
店
街
が
に
ぎ
わ
う
よ

う
な
事
業
を
研
究
し
な
が
ら
、
議
会
と

し
て
の
役
割
を
は
た
し
て
い
き
た
い
。

町
内
会
に
は
高
齢
化
で
若
い
方
が

い
な
く
、
要
支
援
者
が
増
え
て
い
る
の

が
現
状
で
、
単
独
で
自
主
防
災
組
織
を

組
織
す
る
の
は
難
し
い
と
考
え
る
。
た

と
え
ば
、
避
難
所
が
同
じ
近
隣
町
内
会

を
一
緒
に
す
る
等
、
自
主
防
災
組
織
の

あ
り
方
を
導
い
て
も
ら
え
れ
ば
、
前
向

き
に
や
っ
て
い
け
る
と
思
う
が
い
か
が
か
。

貴
重
な
意
見
を
い
た
だ
い
た
の
で
、

検
討
を
重
ね
て
い
き
た
い
。

議
員
定
数
に
つ
い
て
、
18
人
が
適
当

と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

貴
重
な
意
見
と
し
て
、
今
後
議
論
を

す
る
機
会
に
は
参
考
に
し
て
い
き
た
い
。

令
和
６
年
４
月
に
保
育
所
型
の
認

定
こ
ど
も
園
を
中
央
保
育
所
に
お
い
て

開
設
す
る
こ
と
が
、
議
会
だ
よ
り
に
記

載
さ
れ
て
い
た
。
い
い
環
境
で
の
保
育

と
考
え
る
と
厳
し
い
と
考
え
る
の
で
、

町
と
一
緒
に
考
え
て
ほ
し
い
。

　

報
告
会
へ
の
ご
出
席
な
ら
び
に
貴
重

な
ご
意
見
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

２
月
８
日
、
全
国
町
村
議
会
議
長
会

定
期
総
会
席
上
、
同
会
表
彰
規
定
に
基

づ
く
自
治
功
労
者
表
彰
（
議
会
議
員
15

年
以
上
）
が
行
わ
れ
、
谷
口
議
員
、
藤

原
議
員
が
表
彰
さ
れ
、
３
月
９
日
に
伝

達
式
が
役
場
３
階
議
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

■ 議会のうごき ■ 

答

⓱

2/12　幕別町百年記念
ホール講堂（参加者 10 人）

谷
口
議
員
・
藤
原
議
員

全
国
町
村
議
会
議
長
会

自
治
功
労
者
表
彰

2023.6 月号

議
会
報
告
会
を
開
催

所管事務調査 

（役場３階会議室2/20）

全員協議会 

（役場３階議場 3/17）　

全
員
協
議
会
を
開
催

問
事
前
受
付
し
た
質
問

懇
談
会
で
の
質
問

懇
談
会
で
の
意
見

谷口　議員

藤原　議員

問問問意 答答答
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ま
く
べ
つ
議
会
だ
よ
り
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２
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2
0
2
3
年
６
月
発
行

　
　

　３月定例会が終わり、私たちの任期中の活動はすべて
終了しました。コロナ禍で議会として皆さんとの対話の
場を持つことが難しかったことを大変残念に思っています。
 この間、「議会だより」の編集に携わりながら、わかり
やすく親しみやすい内容を目指し議会の活動をお伝えし
てきました。メンバーそれぞれが課題意識を持ち、試行
錯誤しながら改善箇所も増えたと考えています。まだま
だ、見直さなければならない課題も残っていますが、交
代後新たなメンバーに引き継いでいきたいと思います。
 「議会だより」を通じて皆さんとの距離が少しでも近づ
くことができますように。４年間のご愛読ありがとうご
ざいました。　　　　　　　　　　　　　内山　美穂子

   議会広報広聴委員会
   委員長 荒　貴賀  副委員長 内山美穂子
   委　員 石川康弘  小島智恵  岡本眞利子　藤原　孟

コ ラ ム
　幕別町内での身近な暮らし出来事や行事、風
景などを募集しています。スマホカメラでの撮
影写真も歓迎します。お名前、撮影場所やタイ
トル、コメントも添えて下記のＱＲコード、メー
ルアドレスからご応募ください。
　締切は、令和５年７月７日（金）です。
　議会メールアドレス
　gikaijimukyoku@town.makubetsu.lg.jp

表紙写真を募集しています

　議会だよりをより良い
紙面にしていくため、み
なさんのご意見やご感想
をお待ちしています。
また、議会への質問やご
意見もお寄せください。

ご意見をお寄せください

議会ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ 議会ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ

常任委員会クローズアップ

民生常任委員会のうごき

　保健福祉部福祉課から「重層的支援体制整備
事業」について説明を受けました。
　事業内容は、町民が抱えるさまざまな困りご
との相談を包括的に受け止め、子ども・障が
い・高齢・生活困窮といった分野ごとでは対応
できないような「複雑化・複合化した支援ニー
ズ」に対応する支援体制にするため、新たにコー
ディネート役を配置し、関係機関と連携して「相

談支援」「参加支援」「地域づくりに向けた支援」
を一体的に実施します。
◆委員からの主な質疑
Ｑ：相談窓口はどこになるのか。
Ａ：今までと変わらず、福祉課・こども課・保
健課の各課で相談を受け、複雑化・複合化した
事例である場合、コーディネート役が関係機関
との調整をする。

重層的支援体制整備事業についてを調査
令和 5年２月 17日

　保健福祉部こども課から「発達支援センター
の多機能型事業所への移行」について説明を受
けました。
　発達支援センターは、平成 24 年から発達に
支援が必要な児童に対し、専門的な相談、指導、
療育等を行い支援を行ってきました。令和５年
度から、療育および支援の拡充を行うため、障
がい児通所支援等（児童発達支援、放課後デイ
サービス、保育所等訪問支援）事業として、道
から指定を受けて事業実施する多機能型事業所
へ移行します。

◆委員からの主な質疑
Ｑ：事業拡大に伴い職員の配置をするのか。
Ａ：専門職（作業療法士、心理士）各１名の増
員し支援体制を構築する。
Ｑ：今まで無料であった０～２歳児、学齢期の
療育について有料になるのか
Ａ：事業化することで児童福祉法で各サービス
の単価１割を利用者負担と定められていること
から有料となる。（療育１回あたり 600 円前後）

発達支援センターの多機能型事業所への移行についてを調査
　令和５年１月 24日　


